
                  NPO 法人 国際文化財研究センター（ICPC）主催  

                 な み は や 歴 史 講 座 第 116回 

「百済武寧王陵とその時代」 

田中俊明さん（滋賀県立大学名誉教授） 
           日  時  2020 年 1 月 17 日(金) 午後 2 時～4 時 

            会  場  大阪韓国文化院 ４階セミナー室｢冬｣（下記参照）  

 

 武寧王とは、百済第２５代の王である。百済の王でただ 1 人、

墓がわかっている。それにも拘わらず、武寧王にはあまりに謎

が多い。まず父が誰かわからない。なぜ王になることができたの

かもわからない。日本で生まれ、日本で育ったと考えられるのに、

墓からは日本と関わりのあるものはほとんど出なかった。墓は

中国南朝様式の墓で、副葬品はほとんど南朝からもらったもの

である。それにも拘わらず、南朝には 1 度しか使者を送っていな

いと言っている。百済の中興の王であると評価することができる

が、その最大の功績といえる、南方への領土拡大は、『三国史

記』にはまったく伝えていない。このように謎につつまれた武寧

王の、出自やなぜ即位するに至ったのか、どのように領土を広

げたのか、なぜ南朝様式の墓なのか、などについて考えること

を通して、王の時代、6 世紀はじめにおいて百済の置かれた東

アジア世界での位相に迫ることが可能となる。 

 

忠清南道公州市 武寧王陵発掘状況(『武寧王陵新報告書Ⅰ』より)  

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ電話 090-8141－3950 NPO ICPC  

 

    今後の予定 

    2020 年 2 月 21 日(金) 村元健一さん（大阪歴史博物館） 演題未定 

 

＊受講には 1,000 円＋資料代が必要です 

後援 駐大阪大韓民国領事館韓国文化院 

[会場へのアクセス] 

■ 地下鉄谷町線｢中崎町｣駅②番出口から徒

歩 3 分 

■ 梅田ロフト前から中崎方面へ約 500m 

■ 梅田 HEP から中崎町駅方面へ約 700m 


